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対象となる全要配慮者利
用施設における避難確
保計画の作成、更新およ
び避難訓練の実施を支
援する

【高島市】
協議会で避難確保計画の作成状況を報告し、内容を確認した。

【滋賀県】
協議会、担当者会議にて状況を確認した。

資料2-2（P.1）

資料2-3（番号22）

「タイムライン（防災行動
計画）策定・活用指針」等
に基づくタイムラインを作
成、更新および運用する

【高島市、滋賀県】
令和５年度に土砂災害時の電力・通信障害を含めた道路啓開に係るタイムラインを作成し、高島市、
滋賀県、関西電力送配電、NTT西日本の4者間でタイムラインを運用している。

資料2-2（P.2）

資料2-3（番号５）

令和８年３月までに「防
災・減災、国土強靭化の
ための５か年加速化対
策」に基づき、河川整備、
土砂災害防止施設整備
を実施する

【滋賀県高島土木事務所】
「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に基づき、河川整備（百瀬川、石田川、安曇川、
八田川）および砂防施設整備（正谷川、知内川支流、一の瀬川、安曇川支流）等を実施。

資料2-2（P.7）

資料2-3
（番号34, 52, 55～57）



高島地域の取組方針【重点目標】令和７年度の取組報告

【重点目標】 令和７年度の取組状況 資料番号

水害・土砂災害危険性を
周知し、教育および訓練
を実施する

【高島市】
市民を対象に防災研修会を開催し、周知しているほか、各区・自治会で出前講座等を開催するなどし
て、水害の危険性を周知している。
令和７年度から市の総合防災情報システムを本格運用を開始し、気象情報や河川水位等を自動取り
込みするとともに取り込んだ情報をメールやSNS等に自動配信して危険周知を行っている。
防災研修会や出前講座など、様々な機会をとらえて防災メールの登録を市民に呼び掛けている。また、
令和７年度から市の総合防災情報システムを本格運用を開始し、気象情報や河川水位等を自動取り
込みするとともに取り込んだ情報をメールやSNS等に自動配信して危険周知を行っている。
５月２２日に市単独で出水期前の水害防災（オペレーション）訓練を実施した。（高島市）
６月に情報伝達訓練および土砂災害危険個所等パトロールを実施し、水防技術の向上に努めた。

【高島市、砂防室】
６月６日に土砂災害防止月間後援会を実施し、土砂災害の特徴や気象データの見方などの知識向上
に努めた。
６月13日に県下統一の土砂災害情報伝達訓練を実施し、滋賀県土木防災情報システムの操作確認を
行い、水防技術の向上に努めた。

【高島市、高島土木砂防、砂防室】
６月16日に、県と市が合同で、土砂災害危険箇所および土砂災害対策施設の点検・パトロールを実施。

【防災危機管理局】
しがマイ・タイムライン作成ツールを用いて、米原市伊吹小学校において作成講座を実施し、教育委員
会が主催する担当者会議にて、当事例の情報提供を行った。

【砂防室】
R６年度から、抽出した箇所の詳細調査を実施しており、調査が完了した区域については、順次土砂災
害警戒区域等の指定を進めると共に、ホームページ等で公表し周知を行っている。R7年度は高島市に
おいて26箇所基礎調査結果をホームページにて公表した。
6月1日から9月15日の期間で「土砂災害防止に関する絵画・作文コンクール」を実施した。小中学校あ
わせ11校から絵画52点、作文61点の応募があった。

【流域治水政策室】
滋賀県防災アプリを開発し、令和8年３月30日から提供。

資料2-2（P.5, 9～11）

資料2-3
（番号6～13, 29, 30, 
40～43）


